
東浦町観光協会の活動報告                 

  長野県の「小川村」へ行ってきました 

                              2015.10.18 

 東浦町と長野県小川村の交流の一環として、１０月１８日小川村制６０周年を記念し

て行われた「おまつりスペシャル IN OGAWA」に参加しました。 

 町を代表して成田産業経済部長、観光協会から神谷商工振興課長他３名が同行して、

東浦の物産販売と紹介を行ったものです。なにせ 300km の距離があるため、朝は４時出

発で８時到着、帰りは午後２時半出発で夜７時半帰着という強行なものでした。 

 

村一番の宝物「おやき」 

 

この村の村長さんは「伊藤博文」さん、初代総理大臣と同じお名前の方。冒頭の挨拶

では東浦町からお客さんを迎えていますと私たちを紹介。成田部長が答礼の挨拶をしま

した。このころはお客さんもまばらでしたが、カラオケ大会が終り「千昌夫」ショーが

始まる頃には、広い会場は人人人でごった返していました。いくつか並んだ屋台に、お

孫さんと一緒のお年寄りだけではなく、若い人も多く見られました。村の記念行事があ

るからと帰ってきた人もいるのでしようか。その会場にはユルキャラの「おやキング」

（村の名物おやき から命名）が愛嬌をふりまいていました。 

広場に並んだ屋台には、地元のおやきがいろいろ並んでいました。見てみるとおやき

に赤い点のような印が二つ、あるいは三つついていました。この印は何かと尋ねました

ところ、おやきの具は、①野沢菜 ②しめじ ③小豆 ④かぼちゃ ⑤切干大根 ⑥ピ

リ辛 ⑦りんご ⑧ふきみそ ⑨なすの 9種類もあり、具が何であるか分かるように印

が付けてあるのだそうです。なるほど、この「おやき」はお米の採れないこの地方では、

そばと共に「粉もの」として朝昼晩の食事だったと言います。私もお土産にしめじとカ

ボチャを購入しました。 

  

開会式であいさつ               愛嬌をふりまく「おやキング」 



会場にはパトカー、一人乗りのミニパトカー、白バイ、消防車なども並び、

小さな子供たちはさわって乗ることができるようでした。村の一大イベントを

盛り上げているのが伺えます。 

 

合併して６０年、人口は 1/3 に!! 

 

 嬉しいことに挨拶の後しばらくしたら、村を案内してくれると言うことでブースに２

名残して、部長と一緒することができました。それも村長・副村長他２名の４人が対応

してくれるという気の使い方。ちょっと恐縮してしまいましたが、こんなチャンスはめ

ったにありません。南と北の二つの村が合併した時は 9000 人だった人口が、今は 3000

人弱とのことです。 

会場となっている立派な建物は、小川村さわやかふれあいスポーツセンター「びっく

らんど小川」。田舎にあってもなかなか洒落たネーミングです、二つの大きな建物と広

場を併設しています。周りに平たんなところはありません。山あいの狭い場所に民家も

集中しています。ミニバンに乗り込み、くねくね曲がる道を進むとリンゴ畑がたくさん

見られました。田んぼは見当たりませんでした。標高 500m～1000m の高地に広がる村で

す。 

 

  

開会前の会場                 東浦町のブース 

 

天文台・宿泊棟・ラグビー場もある村 

 

リンゴ畑を過ぎると高度を上げて、眺望の効く場所「アルプス展望広場」に到着。眼

前に広がるアルプスの姿はすばらしいの一言です。トイレも併設されています。わが東

浦では最近新しい公園が一部オープンしましたが、まだトイレがなく、早くもトイレを

設置してほしいと言う声が上がっていることを思い出しました。 

古山城跡を聞くと、今はまだ上れないが観光の拠点に整備する計画があると言います。

そこからさらに上っていくと、「星と緑のロマン館」があって、キャンプ場、宿泊棟が



あります。研修などにも使え、そのうえ天体観測のできる天文台があります。東浦の中

学生もキャンプ場を利用したことがあ

るそうです。さらにびっくりしたのは

「ラグビー場」が併設されていること

です。この辺りは 1000m の高地にあり

芝の手入れなどは大変なようです。こ

れらの施設の有効利用を進めるために、

旅行社ではなく大学などと連携してい

ると聞きました。 

  中央の奥から三つ目の峰あたりが古山城跡 

 

こうした施設の建設は当初「ふるさと創生事業」から始めたと言いますが、村とは思

えないようないろいろな取り組みをしていることに感心しました。しかし、人口は小川

村になって減少し続けています。地理的には長野まで 30 分で行ける立地で、山の上の

方でも１時間くらい見ておけば大丈夫とのこと。そのため若い人向けに村営住宅の建設

も進めているそうです。 

 

長野県で最も古い三重塔 

 

   

高山寺の三重塔             鐘つき堂の天井絵 

 

もう一つの見どころとして案内してくれたのは高山寺の三重塔。長野県にある 12 塔

の中で最も古いものです。この塔は、このところの地震によってもびくともせず、何の

変化もないとのこと。昔の建物はすばらしいことを実証しています。さらに、本堂の天



井絵が素晴らしかったです。この絵はすべて村内の植物をモチーフに描かれているそう

ですが、残念ながら撮影は禁止のため記録できませんでした。帰りがけに鐘つき堂に天

井絵が描かれているのを見つけ撮影しましたが、このように鐘つき堂にまで天井絵を施

すあたりが心憎いと感じました。 

  

小川氏でつながる東浦町と小川村 

 

初代緒川城主水野貞守は、平安時代末期に緒川を治めていた小川氏の末裔として緒川

に現われています。緒川城を築き、１４７５年には乾坤院を建立したとされます。この

水野貞守の先祖小川正房が、１３６０年に美濃の土岐氏に敗れ長野県小川村に三代にわ

たって住んだと言われています。その後に瀬戸の水野へ移り住み、緒川の水野氏はこの

水野が発祥の地とされています。 

このような歴史に触れて、今回の小川村訪問はとても有意義なものでした。予定の案

内を終えて会場に戻ると、いよいよメインの千昌夫ショーが始まるところで、会場は大

勢の人で埋め尽くされていました。小川村の村制６０周年記念行事が、とても盛大に執

り行われたことは喜ばしい限りです。 

 

  

多くの村民で埋まった会場           熱唱する千昌夫 


